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吉井川上流の付着藻類の分布

金剛川の付着藻類にづいて は報)

今回 庸*

1. lMADA Distribution of epiIithic algae on the upper reaches of Yoshii-Gawa 

River. ll. Further Ecological studies of epilithic algae in the Kongo-Gawa River 

Mitsuishi-cho， Okayama prefec-ture. 

1967年8月 (1報りに続き生物学的水質判定の基礎資料を得るため， 11月に同様の調

査を行なったので第2報として報告する。この研究を進めるにあたり指導とど激励をいた

だいた東北大学名誉教授小久保清治博士，指導と資料の提供をいただき，原稿の校閲を願

った横浜市立大学教授福島博博士に厚く感謝する。

1. 採集時1967年11月の環境

Fig.2に示したように各 stationの較差は，気温5.0oC，水温lOC， 溶存酸素は

7. 17.t/tであった。

KMn04消費量は，8t.Cの46.11mg/tを巌高に8t.Aが29.53吻/tで最低であった。 8t.A
.-St.Cは民家は少ないが， 8t.Cは2つの111と合流し廃棄物が堆積していた。 8t.Eは民家

が多く多量の有機物の存在が予想されたが流れが速く，下流の水がよどんだ水域 (8t.F， 

G)でその影響が表われていた。

2. 採集及び処理

第1報に報告したのと全く同じ方法で行なった。

*和気中学校岡山県和気郡和気町

Wake junior high school， Wake-cho， Wake-Gun， Okayama Prefecture. 

τもeBulletin of ]apanese 80ciety of Phycology， Vol. XIX. No. 2，56-64， Aug. 1971 
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各観測点の水温および水中溶存酸素

泣，1α心104 消費量と金観測点の細
胞数に対する付活擦の百分率

Fig.2 観測点の付着務各綱

の細胞数

Fig.1. 

金問IJ川のケイ務指数とケイ藻群落Fig. 3. 
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Table 1 藻 類 目 録

Algal group & speciご一¥ Station I A I B I c I D I E I F I G 
Cyanophyceae 

Hapalosiρhon hib白川cus O 
Oscillatoria agardhu O O O O 
0. curviceps O O 
Phormidium mu.cicola O 

Bacillariophyceae 

Achnanthes hungrica O 
Amphora ovalis O O 
Aste，'ionella fo門nosa O 
Caloneis bacillum 

1
0 

Cocconeis di押U71u.ta O 
C. placentu.la O O O 
Cymbella affinis O 
C. g.-acill is O 
C. sinulata O 
C. tumid.α O 
c. turgida O O 
C. ventricosa O O 
Diatoma elongatum O O 
Epithemia zebm O 
Eunotia m'cus O O O O 
E . gracilis O 
E. pectinalis va，.. mi710r O 
Fragilaria caρUSll1a O O O 
F. construens O O 
F. construens str. O 
F. construens v仰 ・ ve71ter O 
F. crotonensis O 
F. pinnata 

f弓百striarhomboides vm'. saxonica O 
Gomphonema tetrastigmatum O O O 
G. ovalis O 
Melosira granulata var. a71gustissima O 
:M. italica O 
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M. varians 

N avicula anglica var. subsalsa 

N. cari 

N. cryptocephala var. intermedia 

N. exigua 

N. falaisiensis 

N. gracilis 

N. pupula 

N. pupula var. rectangularis 

N. raniosa 

N.1旬ncocephala

N. viridis 

Nitzschia linearis 

Nitz. scalaris 

Pinnularia microstauron 

P. viridis 

Stauroneis anceps 

S ynedra acus 

S. tabulata 

S. tabulata var. fasciculata 

S. ulna 

S. ulna var. amphirhynchus 

S. ulna vaれ impressa

Surirella elegans 

S. roburta 

Tabella門・afenestrata 

T. fenestrata var. intermedia 

O O 

O 

O 

O 

O 

l:lol| 

O 

O 

|仙
Ankistrode，白'smusfalc伺atu山s 

l……t砂Characium limneticum 

Closterium juncidum 

l…longissim 
Coelastrum riticulare 

Cosmarium cicula問

C. c百nstructumvar. elltj 
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Algal group & species ¥¥  h畑 |;|BielD!E!F!GI
C. impressulum 

Dosmidium aptogonum O 
Elakatothrix goratinosa O 
Micro司"toraωuleana O 
Nephrocytium lunatum O O O O O 
Oocystis lacstris O O 
Penium minuta旬aれ O 
Schroederia set信era O 
Ulothrix aequalis O 
U. %onata O 

Table 2 各地点にみられる付着藻の細胞数 (d)

「\~tation I A I B I C I D I E I F I G 
Cyanophyceae |州 3∞| I 1331 116∞ 3∞ 
Oscillatoriaceae 

I 3ぺ3∞Scytonemaceae 33 

Bacillariophyceae 1 2070 1 2700 1 3500 1 2330 1 5州国0|20∞
Melosiraceae 500 200 100 

I I Tabellariaceae 400 300 

Diatomaceae 200 33 

Fragilariaceae 475 600 1250 433 

Achnanthaceae 200 100 33 

Naviculaceae 425 500 900 398 2900 I 350 I 400 

Gomphonemaceae 200 200 100 200 

Cymbel1aceae 300 480 233 

Epithemiaceae 50 300 

Eunotiaceae 250 200 300 

Nitzschiaceae 20 2∞ 300 600 
Surirellaceae 50 

Chlorophyceae |踊 13191ω1  3331叫 99 

Coccomyxaceae 

Characiaceae 80 

Coelastraceae 25 



今回:吉井川上流の付着藻類 61 

Oocystaceae 25 99 

::|2351「 66 

Ulothricaceae 200 

Microsporaceae 50 

0吋ogoniaceae 20 

Mesotaeniaceae 

|竹 I33 i Desmidiaceae 

Totals I 2725 I 3319 1 3臼9I 2796 i 5800 I 3100 I 2399 ! 

3. 結果と考察

St.AはTable2のように，ケイ穣が圧倒的に多く， 2070/wAで76.14%を占め 6斜17属

でMelosiraceaeが最高で500/wA，続いてFragilariaceae，Naviculaceaeとなる。代表種は

Melosira granulata var. angustissima， M. itarica， Synedra ulna， Navicula e:xigua 

であった。

ラン藻(OsciIIatoriaceae，1桝のみ)は300/減で 10.9払緑藻 (5税8属)は355/mm

(12.9%)あった。 8月の緑穫が 1税1属 (ωcystaceae)であったのに対し増加してい

た。 8月と11月では種の構成にかなりの変動が認められた。 Fig.2のごとくKMn04消費

量が少ないことから，緑藻の生育に水質が大きい影響を与えていると思われる。

St. Bもケイ藻が多く 9税16属で 2700/wA(81.2%)であった。 Fragilariaceae，Navi-

culaceaeが多く，Synedra ulna， Tabellaria fenestrata， Cymbella turgidaなどが

300/戚で多かった。

ヲン藻はSt.Aと同じくOscillatoriaagardhiiのみで 9.1%.緑藻は3税出現し319/_

(9.6q.，のであり，Cosmarium ciculareが半数を占めていた。 8月にはこの種が観察さ

れなかった水域であるが，水温の低下と日照時間，溶存酸素量の影響で増殖したと思われ

る。

St. C :ラン漢の生育が見られなかった。ケイ漢が 3500/mm(94.8~6) ， 緑藻は 149/婦

であった。ケイ重量は Fragilariaceae，Naviculaceaeが多く， Fragilariaceaeは 1250/舗で最

も多かった。 緑藻は3斜4属で，Oocystis， Nephrocytiumが66/婦で多かった。水温は

180C， K地104消費量は全観測点中最高の 46.12吻/tで， St.Aと対照的な水減である。

St. Dの細胞数は2796/婦で8月の約%であった。ヶイ言葉は2330/mm(78.8%)で， Nitzs・

chiaceae. Fragilariaceae， Naviculaceaeが多く， 10斜19属を観察した。そして Synedra

ulna， Navicula e:xigua， Nitzschia linearisが代表種であった。乙の水減は夏には Cy-

mbel1aceaeが多かったが，秋季に入り Nitzschiaceaeと交代していた。

ラン藻，緑藻それぞれ2斜出現し， 6.43%， 8.73%で少ない。 8月にSt.Fのみで見ら

れたScytonemataceaeが33/材生育していた。付着漢の細胞数は他の水域より援も少なか

った。
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St. Eはヲン藻が観察されなかった。ケイ漢が緑藻の約10倍出現し， 5300/婦 (91.4%)

であった。乙の水戚は民家が多く， KMnO会消費量は 31.74mg/tで8月より増加している

が，他の水域より非常に少ない。ケイ滋は Navicula anglica var. subsalsa， N. gracilis 

が多く，細胞数は900-1200/舗であった。 8月には民較的多くの Mesotaeniaceaeが見ら

れたが， 11月には Ankistrodesmusfalcatusのみであった。

St. Fは工場廃液の影響を強く受け，水酸化鉄の沈澱が見られる水戚である。全細胞数

は3100/_，緑謙は50/:減でわずか1.6%にすぎず，Elakatothrix golatinosa， Schrot!ゐria

st!tigeraが見られた。

ヲン藻は 1600/_で51.61%を占め， ケイ穫を上回っていた。 しかし， 出現種は Os-

cillatoria cu代liceps，O. agardhiiの1税のみであった。

ケイ藻は 1450/婦で2税4属で Fragilariacapcina， Synodra ulna，が多かった。

溶存酸素量は 7.521//&と上流より少なかった。

さらに最下流のSt.Gは，水はかなり透明になり肉眼的付着物は認められない状態であ

るが，細胞数 2400/婦を観察した。ケイ藻が 2000/減で優勢になり， 4税4属が見られ

た。上流のものとちがい Asteriont!llaformosa， Synedra ulna var. impressaが多か

った。

ラン藻は緑潔より多いが，Oscillatoria agardhiiのみであった。緑藻は5.8%で2斜

3属見られたが， Nephrocytiumが単独で観察されたため， 種の同定にはまだ研究の余地

が残っている。 2)・"
とれら全水域の付着離と環境要因は， Fig. 1 Fig. 2に示した。付着藻の全細胞数は8

月に比べ~-~ゐ程度少なくなっていた。またヲン藻が St. CとSt.Eで11月には消失した

のでζの2つの水域に対する詳細な調査が年聞を通して必要である。

ケイ藻も全水域にわたって細胞数は8月より少なかったが， St. Cを除いて大体同じ植

生であった。緑覇軍はほとんど250-500/d前後の生育であった。 St.Bでは8月にはみられ

なかったが11月には319/婦とかなり出現した。

乙の金剛川は8月と同じくケイ藻の優勢な河川であるが， Fig.2のように水温は中流

部で高く， KMn04消費量はSt.Cをピークに下流部で高くなっていた。溶存酸素は下流程

多くなっていた。ラン藻についてみると， St. C， E (出現しない水域〉は， KMn04消費量

が歳高 (46.12.'119/&， St. C)と最低 (31.74mg/&，St. E)になっており，生育要因の1っと

しての有機物の多少が大きい影響を与えているとは言いきれない。第1報のごとく，相撲

}II') ，千曲Jlld)，策J116)や，福島博の未発表資料とにた数量であった。そして8月に比べて

も減少していた。

4. ケイ蕩の種類数による汚染度

生物学的水質判定の方法には，出現する藻類の構成群どとの種類数の比によって推定す

る方法などいろいろあるが，福島が提唱したベック・津田・福島法η 〈井出，福島・森田
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1966)によって判定した。そして判定結果を Fig.3に示した。

金剛川は大ケ池に発し， St. D までの指数が27~30で湾側であることを示す。乙の流域

は農家が多く，殆んど汚濁の原因になるものが流出しないため，透明度は高い。 St.Eに

入ると指数は11と低下し，汚濁が急速に進んだことがわかる。これは民家の廃棄物の流入

とともに，選鉱(ロウ石)に使用した工場廃液の流入が最大の原因である。

St. EからS.tFにかけてもロウ石鉱山があり， St. Gに至るまでは汚濁がさらに進んで

いることが確認できた。

St. G以後10km余り農村地荷を流れるが，汚濁についての調査は行なわなかった。しか

し下流に行くに従って透明度は高くなり，磯上にもかなりの付着物が見られるので相当回

復するものと推察される。
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Summary 

Ecological observations on the epilithic algae in the Kongo-Gawa River， Mitsuishi-

cho， Okayama Pref. made in August， 1967 (Imada， 1970) were fol¥owed by those made 

in November， 1967. 

Cel¥ number of epilithic algae were counted water temperature， dissolved oxygen， 

KMn04・consumptionand pH-value were measured at 7 stations shown in the previous 

papar (IMADA， 1970). The water temperature varied between 17.50C~18.50C， the d時

solved 0侃xy沼gen，3.6臼1脅，，1/l~l叩0.7刊4湾wl/l ， KMnOcc∞o∞ns印um町mpμtl旧on叱1，29.54~勾穆/t~4必6.1口1!勾伊/t々 ， the 

value of pH， 7.1~7.2. The Bacil¥ariophyceae showed preponedemce throughout al¥ sta-

tions， about 78.9%. 

The maximum cel¥ number of the Bacil¥ariophyceae was 5300/滅 (stationE) and the 
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minimum wぉ 1450/:滅 (station町。

τ'he Cyanophyceae and the Chlorophyceae were much Iess in ceII number at aII sta. 
tions 8.6 ...... 12.8%. 

τ'he maximum ceII number of the Cyanophyceae was 16∞Id (station F).包ldthe 
order was not found at station C and E. 

τ'he maximum cell number of the Chlorophyceae was 500/d (station E) and the 
minimum wぉ 50/dat station F. Calculated biotic index of Bacillariophyceae quantity 

by Beck.Tsuda'Fukushima method. 




